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「発地」と「着地」両方で体制強化
　
グ
ル

プ
４
社
統
合
後
の
成
長
戦
略
を
発
表
　


年
度
は
海
外
好
調
で
増
収
増
益
に

国
内
は
需
要
低
調
も
自
治
体
連
携
強
化

新
社
名
は﹁
Ｋ
Ｎ
Ｔ
Ｃ
Ｔ
﹂に
決
定

基
盤
強
化
で
成
長
３
分
野
を
強
化


年
度
も
営
利
増
益
へ

旅
行
事
業
は
回
復
予
想

（６）第３３１６号 第３種郵便物認可 ２０２６年（令和８年）５月３０日（土曜日）増刊

　
２
０
２
７
年
４
月
１
日

Ｋ
Ｎ
Ｔ

Ｃ
Ｔ
グ
ル

プ
で
は

Ｋ
Ｎ
Ｔ

Ｃ
Ｔ
ホ

ル
デ

ン
グ
ス
︵
Ｈ
Ｄ
︶
を
存
続
会
社

近
畿
日

本
ツ

リ
ス
ト
︵
Ｋ
Ｎ
Ｔ
︶

ク
ラ
ブ
ツ

リ
ズ
ム
︵
Ｃ
Ｔ
︶

近
畿
日
本
ツ

リ
ス
ト
ブ
ル

プ
ラ
ネ

ト
︵
Ｂ
Ｐ
︶
を
消
滅
会
社

と
す
る
吸
収
合
併
を
行
い

新
た
に
﹁
Ｋ
Ｎ
Ｔ
Ｃ
Ｔ
株
式
会
社
︵
英
文

Ｋ
Ｎ
Ｔ
Ｃ
Ｔ
　
Ｃ
ｏ


Ｌ
ｔ
ｄ

︶
﹂
を
発
足
さ
せ
る


Ｋ
Ｎ
Ｔ

Ｃ
Ｔ
Ｈ
Ｄ
は
従
来
の
純
粋
持
株
会
社
か
ら
事
業
持
株
会
社
に
移
行
し

意
思
決
定
プ
ロ
セ
ス
を
一
本
化
す
る

統
合
後
は


新
生
Ｋ
Ｎ
Ｔ
Ｃ
Ｔ
の
も
と
に
連
結
子
会
社

社

持
分
法
適
用
関
連
会
社
１
社
を
抱
え
る
体
制
と
な
る

５
月

日

Ｋ
Ｎ
Ｔ

Ｃ
Ｔ

Ｈ
Ｄ
は
２
０
２
６
年
３
月
期
Ｉ
Ｒ
説
明
会
を
東
京
都
内
で
開
催
し
た

２
０
２
５
年
度
の
連
結
決
算
概
要
が
説
明
さ
れ
た
ほ
か

１
社

化
後
の
戦
略
も
発
表

Ｋ
Ｎ
Ｔ
と
Ｃ
Ｔ
の
ブ
ラ
ン
ド
が
築
い
て
き
た
営
業
力
や
企
画
力
を
掛
け
合
わ
せ

成
長
領
域
と
し
て
﹁
訪
日
・

海
外
﹂
﹁
地
域
共
創
﹂
﹁
未
来
創
造
﹂
の
３
分
野
を
掲
げ
た


営
業
利
益
の
推
移


年
度
も
さ
ら
な
る
利
益
拡
大
を
目
指
す

︵
提
供

Ｋ
Ｎ
Ｔ

Ｃ
Ｔ
ホ

ル
デ

ン
グ
ス
︶

　
２
０
２
７
年
３
月
期︵

年
４
月
１
日



年
３
月

日
︶の
連
結
業
績
予
想
に
つ
い
て
は


売
上
高
が
前
期
比
３
・
３
％
増

の
３
０
７
０
億
円
営
業
利
益

は
同
２
・
１
％
増
の

億
円
経

常
利
益
は
同
７
・
４
％
減
の


億
円
親
会
社
株
主
に
帰
属
す

る
当
期
純
利
益
は
同

・
０
％

減
の

億
円
と
し
た
引
き
続

き
中
東
情
勢
の
影
響
を
注
視
し

つ
つ
販
管
費
増
以
上
の
旅
行

事
業
の
回
復
を
見
込
み
営
業

利
益
ベ

ス
で
増
収
増
益
を
目

指
す


　
一
方
経
常
利
益
は
優
先
株

式
の
一
部
償
還
に
伴
う
受
取
利

息
の
減
に
よ
り
減
益
に
当
期

純
利
益
も
２
０
２
５
年
度
に

お
け
る
繰
延
税
金
資
産
の
追
加

計
上
の
反
動
減
の
影
響
が
大
き

く
経
常
利
益
以
下
を
マ
イ
ナ

ス
予
想
と
し
た


　
こ
れ
に
伴
い
２
０
２
４



年
度
ま
で
を
計
画
期
間
と
す

る
現
行
の
中
期
経
営
計
画
の
数

値
目
標
も
修
正
し
た
同
計
画

で
設
定
し
て
い
る
資
本
政
策
の

方
針︵
目
標
利
益
の
達
成
自
己

資
本
比
率

％
以
上
種
類
株

式
償
還
の
履
行
・
普
通
株
式
の

早
期
復
配
︶に
つ
い
て
は
計
画

通
り
実
現
達
成
の
見
込
み
と
し

て
現
状
通
り
と
し
た


新生ＫＮＴＣＴが目指す姿（提供＝ＫＮＴ―ＣＴホールディングス）

　
同
社
が
５
月

日
に
発
表
し
た
２
０
２
６
年

３
月
期
通
期
決
算
︵

年
４
月
１
日


年
３

月

日
︶
は

売
上
高
が
前
期
比
８
・
２
％
増

の
２
９
７
０
億
６
５
０
０
万
円

営
業
利
益
が

同
０
・
５
％
増
の

億
７
１
０
０
万
円

経
常

利
益
が
同

・
５
％
増
の

億
５
５
０
０
万
円

だ

た

人
件
費
な
ど
の
費
用
増
が
あ

た
も

の
の

好
調
な
海
外
旅
行
と
金
利
上
昇
に
よ
る

受
取
利
息
増
に
よ
り
増
収
増
益
と
な

た

親

会
社
株
主
に
帰
属
す
る
当
期
純
利
益
は

繰
延

税
金
資
産
の
追
加
計
上
な
ど
に
よ
り
前
期
比


・
１
％
増
の

億
８
２
０
０
万
円
に

営
業
損

益

経
常
損
益

当
期
純
損
益
の
黒
字
化
達
成

は
２
０
２
２
年
度
以
降
４
期
連
続
と
な

た


　

年
度
の
国
内
旅
行
は

宿
泊
費
を
含
む
旅

行
代
金
の
上
昇
や
生
活
コ
ス
ト
が
増
加

消
費

者
の
節
約
志
向
が
強
ま
り

需
要
が
伸
び
悩
ん

だ

た
だ
Ｃ
Ｔ
が
企
画
し
た
に

ぽ
ん
丸
チ



タ

ク
ル

ズ
奈
良
・
京
都
の
国
立
博
物

館
を
巡
る
特
別
展
貸
し
切
り
鑑
賞
テ
レ
ビ
ド

ラ
マ
の
世
界
観
を
再
現
し
た
ツ
ア

な
ど
は
好

評
を
博
し
た
Ｋ
Ｎ
Ｔ
も﹁
東
京
２
０
２
５
世
界

陸
上
競
技
選
手
権
大
会
﹂で
大
会
関
係
者
の
宿

泊
・
輸
送
参
加
チ

ム
の
事
前
合
宿
一
般
観

戦
ツ
ア

な
ど
を
幅
広
く
取
り
扱

た
企
業

系
コ
ン
ベ
ン
シ

ン
や
修
学
旅
行
の
需
要
も
増

加
し
た


　
海
外
旅
行
は
円
安
の
進
行
や
渡
航
先
の
物

価
上
昇
原
油
価
格
の
高
止
ま
り
な
ど
で
旅
行

代
金
が
高
騰
し
た
が
上
半
期
は
好
調
に
推
移


コ
ロ
ナ
禍
前
の
水
準
に
向
け
て
回
復
が
進
ん

だ
Ｃ
Ｔ
の
添
乗
員
同
行
ツ
ア

で
は

昨
年


月
に
開
館
し
た
大
エ
ジ
プ
ト
博
物
館
見
学
と

遺
跡
の
特
別
見
学
を
組
み
込
ん
だ
ツ
ア


大

型
外
国
船
﹁
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
プ
リ
ン
セ
ス
﹂

の
チ


タ

ク
ル

ズ
な
ど

高
付
加
価
値

商
品
が
好
評
を
博
し
た

イ
タ
リ
ア
で
開
催
さ

れ
た
冬
季
五
輪
の
観
戦
ツ
ア

や
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
案

件

海
外
見
本
市
な
ど
視
察
旅
行
の
受
注
拡
大

に
も
努
め
た


　
訪
日
旅
行
は

円
安
の
継
続
や
航
空
座
席
供

給
の
増
加
を
背
景
に
需
要
が
大
き
く
伸
び
た


Ｃ
Ｔ
の
多
言
語
対
応
の
グ
ロ

バ
ル
サ
イ
ト

﹁
Ｃ
ｌ
ｕ
ｂ
　
Ｔ
ｏ
ｕ
ｒ
ｉ
ｓ
ｍ
　
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｏ

Ｓ
Ｏ
　
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
　
Ｔ
Ｏ
Ｕ
Ｒ
﹂
で
は

日

本
各
地
の
花
火
大
会
や
紅
葉
の
名
所
を
訪
れ
る

添
乗
員
同
行
ツ
ア

が
好
評
を
博
し
た
ほ
か


Ｂ
Ｐ
も
﹁
東
京
マ
ラ
ソ
ン
２
０
２
６
﹂
に
お
け

る
海
外
ラ
ン
ナ

の
受
け
入
れ

多
言
語
対
応

の
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク
設
置
な
ど
の
大
会
運
営
支
援

の
事
業
も
受
託
し
た


　
こ
の
ほ
か
の
取
り
組
み
と
し
て

Ｋ
Ｎ
Ｔ
が

大
阪
・
梅
田
の
大
型
複
合
商
業
施
設
内
に
新
店

舗
﹁
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｋ
Ｓ
　
Ｕ
Ｍ
Ｅ
Ｄ
Ａ
店
﹂
を
開
業

し
た
ほ
か

Ｃ
Ｔ
で
は
最
上
級
ブ
ラ
ン
ド
の
専

用
サ
ロ
ン
﹁
ロ
イ
ヤ
ル
・
グ
ラ
ン
ス
テ

ジ
　

銀
座
サ
ロ
ン
﹂
を
リ
ニ


ア
ル
オ

プ
ン


　
観
光
振
興
・
地
域
活
性
化
関
連
で
は

岐
阜

県
高
山
市

島
根
県

北
海
道
上
富
良
野
町
と

包
括
連
携
協
定
を
締
結
し

継
続
的
な
交
流
を

通
じ
た
各
地
域
の
魅
力
向
上
と
連
携
強
化
に
取

り
組
ん
だ


　
統
合
後
の
新
社
名
は

Ｋ
Ｎ
Ｔ
と
Ｃ
Ｔ
が
こ

れ
ま
で
培

て
き
た
信
頼
・
ブ
ラ
ン
ド
を
承
継

し

４
社
統
合
後
の
一
体
感
と
新
た
な
成
長
へ

の
意
志
を
表
し
た

従
来
の
社
名
に
含
ま
れ
て

い
た
ハ
イ
フ
ン
を
な
く
す
こ
と
で

一
体
化
を

視
覚
的
に
表
現

ロ
ゴ
の
フ

ン
ト
や
カ
ラ


な
ど
は
今
後
検
討
す
る
と
し
て
い
る


　

日
の
説
明
会
で
は

新
生
Ｋ
Ｎ
Ｔ
Ｃ
Ｔ
が

目
指
す
姿
が
発
表
さ
れ
た

統
合
後
の
成
長
戦

略
と
し
て

法
人
・
団
体
顧
客
に
対
し
て
は

﹁
信
頼
で
選
ば
れ
る
パ

ト
ナ

へ
﹂

個
人

顧
客
に
対
し
て
は
﹁
人
生
を
豊
か
に
す
る
体
験

を
﹂

そ
し
て
地
域
・
社
会
に
対
し
て
は
﹁
地

域
と
世
界
を
つ
な
ぐ
架
け
橋
に
﹂
と
い
う
三
つ

の
方
向
性
を
掲
げ
る

Ｋ
Ｎ
Ｔ
と
Ｃ
Ｔ
が
と
も

に
シ
ナ
ジ

を
創
出
し
﹁
訪
日
・
海
外
事
業
﹂

﹁
地
域
共
創
事
業
﹂
﹁
未
来
創
造
事
業
﹂
の
３

分
野
で
の
成
長
を
目
指
す


　　
■
訪
日
・
海
外
事
業

　﹁
２
０
３
０
年
に
世
界

都
市
展
開
﹂と
い
う

グ
ロ

バ
ル
ネ

ト
ワ

ク
構
築
目
標
を
設

定
機
能
・
要
員
配
置
か
ら
ス
タ

ト
し
近
鉄

グ
ル

プ
な
ど
の
支
援
も
得
て
拠
点
を
拡
大
す

る
方
針
だ
市
場
の
開
拓
を
加
速
す
る
べ
く
訪

日
個
人
向
け
に
は﹁
Ｃ
ｌ
ｕ
ｂ
　
Ｔ
ｏ
ｕ
ｒ
ｉ

ｓ
ｍ
　
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｏ
　
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
　
Ｔ
Ｏ

Ｕ
Ｒ
﹂﹁
Ｓ
ｅ
ｌ
ｆ

Ｇ
ｕ
ｉ
ｄ
ｅ
ｄ
　
Ｔ
ｏ
ｕ

ｒ
ｓ
　
Ｏ
ｆ
　
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
﹂を
団
体
向
け
に

は﹁
Ｄ
Ｍ
Ｃ
　
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
　
ｂ
ｙ
　
Ｋ
Ｎ
Ｔ
﹂

の
海
外
発
地
営
業
を
強
化
着
地
も
地
域
共
創

事
業
と
の
連
携
で
魅
力
増
進
に
努
め
る


　
■
地
域
共
創
事
業

　
自
治
体
と
の
包
括
連
携
協
定
を
軸
に
﹁
地
域

に
入

て
汗
を
か
く
﹂姿
勢
で
信
頼
関
係
を
構

築
プ
ラ

ト
フ


ム
運
営
と
機
能
実
装
を

着
実
に
推
進
す
る
昨
年

月
に
協
定
を
結
ん

だ
岐
阜
県
高
山
市
で
は
高
山

中
部
山
岳


松
本
広
域
観
光
ル

ト
の
形
成
と
ラ
ン
ド
オ

ペ
レ

タ

事
業
の
構
築
を
推
進
す
る
今
年

３
月
に
協
定
を
結
ん
だ
島
根
県
で
は
国
内
・
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
誘
客
と
県
産
品
の
販
路
拡
大
な
ど

を
目
指
す


　
今
年
４
月
に
は
高
山
伊
勢
志
摩
の
両
エ
リ

ア
に
Ｄ
Ｍ
Ｃ︵
Ｄ
ｅ
ｓ
ｔ
ｉ
ｎ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
　

Ｍ
ａ
ｎ
ａ
ｇ
ｅ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ
　
Ｃ
ｏ
ｍ
ｐ
ａ
ｎ

ｙ
︶事
業
の
オ
ペ
レ

シ

ン
セ
ン
タ

を
設

置
し
た
各
地
域
と
の
リ
レ

シ

ン
強
化
と

し
て
地
域
代
表︵
西
日
本
・
中
日
本
・
東
日
本
に

駐
在
︶を
Ｈ
Ｄ
に
設
置
し
地
域
共
創
事
業
の
推

進
と
グ
ル

プ
各
社
の
営
業
支
援
を
担
う
体
制

も
整
え
た
今
後
は
Ｋ
Ｎ
Ｔ
と
Ｃ
Ｔ
の
強
み
を

生
か
し
た﹁
着
型
ハ
イ
ブ
リ

ド
店
舗
﹂な
ど


新
た
な
店
舗
形
態
も
検
討
の
上
実
装
を
進
め

て
い
く


　　
■
未
来
創
造
事
業

　
﹁
旅
行
会
社
の
限
界
を
超
え
る
﹂
と
い
う
コ

ン
セ
プ
ト
の
も
と

パ

ト
ナ

と
と
も
に
社

会
課
題
の
解
決
と
収
益
成
長
の
両
立
に
挑
戦
し

て
い
る

具
体
的
な
事
業
と
し
て

米
国
・
ロ

サ
ン
ゼ
ル
ス
で
の
日
本
米
を
使

た
お
に
ぎ
り

専
門
店
﹁
Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ｇ
Ｉ
Ｒ
Ｉ
　
Ｓ
Ｕ
Ｎ
﹂
を
運

営
す
る
コ
メ
イ
ノ
ベ

シ

ン
事
業

学
研
ホ


ル
デ

ン
グ
ス
と
の
業
務
提
携
に
よ
る
探
究

学
習
ス
ク

ル
事
業

若
年
層
向
け
メ
デ

ア

事
業
﹁
Ｃ
ｈ
ｉ
ｌ
ｌ
＋
︵
チ
ル
プ
ラ
ス
︶
﹂
な

ど
を
展
開


　
こ
れ
ら
の
う
ち
﹁
Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ｇ
Ｉ
Ｒ
Ｉ
　
Ｓ
Ｕ

Ｎ
﹂
は

株
式
会
社
ヤ
マ
タ
ネ
と
の
資
本
業
務

提
携
に
よ
り
昨
年
か
ら
本
格
的
に
事
業
を
拡

大

今
夏
に
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
で
２
号
店
を
オ


プ
ン
予
定
で

今
後
は
全
米
で
の
多
店
舗
展
開

に
も
挑
戦
す
る

日
本
が
誇
る
﹁
食
﹂
と
﹁
地

域
﹂
の
魅
力
を
世
界
に
発
信
し

訪
日
誘
客
の

き

か
け
を
創
る


　　
こ
う
し
た
各
戦
略
の
実
現
に
向
け
同
社
で

は
業
務
基
盤
の
高
度
化
に
取
り
組
ん
で
い
る


本
社
・
コ

ポ
レ

ト
機
能
と
バ

ク
オ
フ


ス
機
能︵
仕
入
・
手
配
・
営
業
管
理
な
ど
︶の
集
約

を
通
じ
て
業
務
プ
ロ
セ
ス
を
標
準
化
す
る
シ

ス
テ
ム
再
構
築
も
行
い
基
幹
業
務
シ
ス
テ
ム

と
コ
ミ

ニ
ケ

シ

ン
基
盤
を
共
通
化
２

０
２
７
年
度
か
ら
運
用
を
開
始
す
る
Ａ
Ｉ
活

用
に
も
取
り
組
む
業
務
の
自
動
化
商
品
企
画

業
務
な
ど
の
高
度
化
顧
客
対
応
領
域
で
の
Ａ

Ｉ
ア
バ
タ

活
用
な
ど
を
推
進
す
る


　
こ
う
し
た
業
務
基
盤
強
化
で
創
出
し
た
リ
ソ


ス
は

三
つ
の
成
長
領
域
と
顧
客
接
点
︵
営

業

販
売

商
品
企
画
要
員
の
増
強
︶
へ
重
点

投
入
す
る

Ｋ
Ｎ
Ｔ
が
持
つ
法
人
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ


公
務

教
育
分
野
に
お
け
る
営
業
力
や

Ｃ
Ｔ

が
持
つ
個
人
型
旅
行
商
品
や
添
乗
員
付
き
団
体

パ

ク
商
品
な
ど
の
企
画
力
を
最
大
限
に
発
揮

で
き
る
よ
う

各
部
門
に
人
材
を
重
点
配
置
す

る


　
Ｋ
Ｎ
Ｔ
と
Ｃ
Ｔ
の
両
ブ
ラ
ン
ド
で
商
品
の
付

加
価
値
向
上
を
行
い

最
終
的
に
は
﹁
訪
日
・

海
外
﹂
﹁
地
域
共
創
﹂
﹁
未
来
創
造
﹂
の
各
成

長
領
域
で

新
た
な
顧
客
創
造

地
域
社
会
へ

の
貢
献
な
ど
を
実
現
す
る



